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地域高齢者の健康管理に対するセルフエフィカシー尺度の作成
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目的　高齢者の健康管理行動に対する信念を測定するセルフエフィカシー尺度を作成するため

に，予備調査で得られた15の質問項目について検討を行った。

方法　長野県A村の施設入所を除く在宅高齢者1,758人全員を対象に，日常生活動作，一般性セ

ルフエフィカシー，保健行動，地域活動との関連について調査を実施した。

結果　1.　1,173人（66.7％）から有効回答を得た。平均年齢72.9歳±6.1で，54.7％が女性であ
った。最終学歴は高等小学校・新制中学校が50.2％と最も多くを占め，職業は54.0％が農業

と半数を占めていた。日常生活動作（Activities of Daily Living，以下ADLとする）のうち，

手段的ADL（Instrumental Activities of Daily Living）の介助を必要とする割合は41人（3.5％）

であった。老人クラブ，公民館活動などの地域活動には約半数が参加していた。

　2.　健康管理に対するセルフエフィカシー項目について，主成分分析を行った結果，第一

主成分に対する因子負荷量はいずれも0.6以上で寄与率は53.9％であった。15項目からなる

セルフエフィカシー尺度得点を作成し，信頼性についてCronbachのα係数と再テスト信頼

性係数を算出したところ，α係数は0.94，再テスト信頼性係数は0.68であった。妥当性につ

いてみると，一般性セルフエフィカシーとの間には有意な正の相関関係が認められた。

　3.　セルフエフィカシー尺度の平均値に年齢差，性差はみられなかったが，ADL，保健

行動とは関連していた。また健康度自己評価が高い人，健康相談，成人病検診，老人クラ

ブ，公民館活動，ボランティアヘ参加した人のほうが，いずれもセルフエフィカシー尺度得

点が有意に高かった。

結論　以上から地域における高齢者の健康管理行動に対するセルフエフィカシー尺度として，あ

る程度信頼性，妥当性が検証されたと考えられるが，標準化していくためには都市部の高齢

者，虚弱高齢者，高齢障害者などを対象とした追試が必要と考えられる。
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